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校の 3者からなる構造を踏まえて、 f国際教育jに取り組むべきである。さらに、この構造下では、 NPOを
選別する教員の高い能力が求められるため、効果的な研修が必要である。
従来の研究では、「国際教育jの目標や内容についての議論にとどまっていたが、本研究では、上記のよ
うな分析をすることで、グローバル化の解釈や「毘際教育Jの多様な立場を教えることで、地球的規模の解
決やグローパル化の現象について批判的思考力等を用いて考察できることを、シアトル学丞での分析をも踏
まえて、提示することができた。そして、その中核となる教科が社会科であることも明示できた。
審査の結果の要旨
従来の研究では、「国際教育jの目標や内容についての議論にとどまっていたものを、「国際教育Jについ
て、混沌としていた概念を整理し、学校と行政、 NPOとの関係を明示し、客観的な分析を踏まえ、社会科
としての「国際教育jを提示したことは、独創的で社会科教育の研究に多大な貢献を与える研究と判断し、
博士論文としてふさわしいといえる。
平成 24年6月6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(教育学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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